
　社会資本総合整備計画 防災・安全交付金             令和06年11月25日

計画の名称 長岡京市公共下水道防災・安全対策第３期整備計画（防災・安全）（重点計画）

計画の期間   令和０２年度 ～   令和０６年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 長岡京市

計画の目標 浸水対策事業としては、老朽化施設の長寿命化を図り、内水被害の永続的軽減を図る。また、浸水被害未解消地区の縮減および近年降雨状況を考慮した浸水対策を行う。

汚水事業としては、地震対策として500人程度の避難所に指定されている公共施設に災害マンホールトイレの整備を行う。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               1,336  Ａ               1,336  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

R2当初 R4末 R6末

   1 今里ポンプ場の長寿命化計画に位置付けられた目標を達成するため、対策が必要な施設の対策を行い、長寿命化対応率を向上させる。（75%　→　100%）

今里雨水ポンプ場の長寿命化対応率 75％ 100％ 100％

対応済項目（項目）÷対応必要項目（4項目）

   2 五間堀川排水区における分水施設の整備等により、浸水対策達成率を向上させる。（0%　→　100%）

浸水対策達成率 0％ 57％ 100％

対策済み面積÷排水区面積（115.6ha）

   3 地震対策として避難所に指定されている公共施設へのマンホールトイレ設置を行い、震災時などの衛生環境を確保できた割合を向上させる。（0%　→　100%）

災害用マンホールトイレ対策率 0％ 66％ 100％

対策箇所÷対策予定箇所（3箇所）

   4 犬川第二排水区における下水道施設の整備等により、浸水対策達成率を向上させる。（0%　→　100%）

浸水対策達成率 0％ 0％ 100％

対策済み面積（ha）÷排水区面積（14.73ha）

   5 内水ハザードマップを想定最大降雨に対応したものに更新し、正確な被害想定を住民に示すことにより、住民の防災意識の向上並びに避難行動をより適切なものとし、人的被害を軽減する。（0%　→　100%）　

想定最大降雨に対応する内水ハザードマップの作製率 0％ 100％ 100％

作製済み面積（ha）÷市全体面積（ha）

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 × 避難行動要支援者名簿の提供 〇

1 案件番号： 0000613703



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R02 R03 R04 R05 R06 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

下水道事業 A07-001 下水道 一般 長岡京市 直接 長岡京市 ポンプ

場

改築 雨水施設長寿命化対策事

業（ポンプ場）

長寿命化対策工事 長岡京市  ■          25 策定済

長寿命化

A07-002 下水道 一般 長岡京市 直接 長岡京市 管渠（

雨水）

新設 五間堀排水区浸水対策事

業

分水施設詳細設計、工事 長岡京市  ■  ■  ■  ■  ■         354 －

通常の下水道（浸水対策）

A07-003 下水道 一般 長岡京市 直接 長岡京市 管渠（

汚水）

新設 総合地震対策事業（災害

用マンホールトイレ）

マンホールトイレ設置　35基

　3か所

長岡京市  ■  ■  ■  ■          46 策定済

総合地震対策

A07-004 下水道 一般 長岡京市 直接 長岡京市 ポンプ

場

新設 犬川排水区浸水対策事業 ポンプ場及び関連施設実施設

計、工事

長岡京市  ■  ■  ■  ■  ■         900 －

通常の下水道（浸水対策）

A07-005 下水道 一般 長岡京市 直接 長岡京市 管渠（

雨水）

新設 内水ハザードマップ作成 内水ハザードマップ作成 長岡京市  ■          11 －

 小計       1,336

合計       1,336

1 案件番号： 0000613703



交付金の執行状況

        （単位：百万円）

R02 R03 R04 R05

配分額 (a)                      58                      29                     157                     204

計画別流用増△減額 (b)                       0                    △15                       4                       0

交付額 (c=a+b)                      58                      14                     161                     204

前年度からの繰越額 (d)                      33                      52                       4                     126

支払済額 (e)                      39                      62                      39                     225

翌年度繰越額 (f)                      52                       4                     126                     105

うち未契約繰越額(g)                       0                       0                       0                       0

不用額 (h = c+d-e-f)                       0                       0                       0                       0

未契約繰越率+不用率 (i = (g+h)/(c+d))％                       0                       0                       0                       0

未契約繰越率+不用率が10％を超えている場

合その理由

1 案件番号： 0000613703



（参考図面）社会資本総合整備計画

計画の名称 長岡京市公共下水道防災・安全対策第3期整備計画(防災・安全）（重点計画）

計画の期間 令和2年度　～　令和6年度　（5年間） 長岡京市交付対象

凡 例

下水道法による事業計画区域

A07-001

雨水施設長寿命化対策事業

（ポンプ場）

A07-003

総合地震対策事業

（災害用マンホールトイレ整備事業）

1

2

3

4

A07-002

五間堀排水区浸水対策事業

A07-004

犬川排水区浸水対策事業

長岡京市公共下水道防災・安全対策第3期整備計画
（防災・安全）（重点計画）

A07-005

内水ハザードマップ作成

市内一円



事前評価チェックシート
 計画の名称： 長岡京市公共下水道防災・安全対策第３期整備計画（防災・安全）（重点計画）

事　　前　　評　　価 チェック欄

I． 目標の妥当性
①上位計画との整合性 〇

I． 目標の妥当性
②地域の課題への対応 〇

II． 計画の効果・効率性
①整備計画の目標と定量的指標の整合性 〇

II． 計画の効果・効率性
②定量的指標の明瞭性 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性 〇

II． 計画の効果・効率性
④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 〇

III．計画の実現可能性
①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の確実性） 〇

III．計画の実現可能性
②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携などによる事業効果発言の確実性） 〇

1  案件番号：0000613703



事 後 評 価 

〇事後評価の実施体制、実施時期 
事後評価の実施体制  事後評価の実施時期  
⻑岡京市上下⽔道部で事後評価を実施 
 
 
 
 
 
 

令和８年２月 
 
 
公表の方法  
⻑岡京市ホームページにて掲載 

〇事業効果の発現状況 
 
定量的指標に関連する 
交付対象事業の効果の発現状況 

・今⾥⾬⽔ポンプ場の⻑寿命化対策が完了し、老朽化による機能低下を事前に防ぐことができた。 
・五間堀排⽔区の分⽔入孔２箇所（65.96ha）の工事を完了し、降⾬災害時に市内の浸⽔被害を防ぐことができた。 
・地震対策として避難所に指定されている公共施設へのマンホールトイレ設置を行い、震災時などの衛生環境を確
保した。 
・想定最大降⾬に対応した浸⽔想定区域図を作成し、正確な被害想定を提示し、住⺠の防災意識の向上並びに避難
行動の最適化により人的被害を軽減した。 

定量的指標以外の交付対象事業の 
効果の発現状況（必要に応じて記述） 

・犬川第二排⽔区はポンプ場および 4 基の貯留施設の築造により効果を発現する。関連事業の遅れに伴い、ポンプ
場、貯留施設１基の工事完了が遅れているが、3 基の貯留施設の築造が完了し、一定規模の降⾬災害から市内の浸
⽔被害を防ぐことができた。 

〇特記事項（今後の方針等） 
汚⽔事業は、今後も社会資本総合整備計画において実施する。 
⾬⽔事業の浸⽔対策事業は、令和 7 年度より浸⽔対策に係る個別補助事業（大規模⾬⽔処理施設整備事業）において実施する。 
老朽化、浸⽔、地震等の各対策について、施設整備と維持管理をすることにより、安心で安全な下⽔道の事業効果を図る。 

 



 

〇目標値の達成状況 

番号 
指標（略称） 
目標値/実績値 目標値と実績値に差が出た要因 

1 

今⾥ポンプ場の⻑寿命化計画に位置付けられた目標を達成するため、対策が必要な施設の対策を行い、⻑寿命化対応率を向上させる。 
（対応済項目（項目）÷対応必要項目（4 項目）） 

最終目標値 100 目標達成。 

最終実績値 100 

2 

五間堀川排⽔区における分⽔施設の整備等により、浸⽔対策達成率を向上させる。（対策済み面積÷排⽔区面積（115.6ha）） 
最終目標値 100 関連事業の遅れに伴い、分⽔施設の築造が遅れたため。 

最終実績値 57 

3 

地震対策として避難所に指定されている公共施設へのマンホールトイレ設置を行い、震災時などの衛生環境を確保できた割合を向上させる。 
（対策箇所÷対策予定箇所（3 箇所）） 

最終目標値 100 関連事業の遅れや別事業の対策により、事業計画の見直しを行ったため。 

最終実績値 33 

4 

犬川第二排⽔区における下⽔道施設の整備等により、浸⽔対策達成率を向上させる。（対策済み面積（ha）÷排⽔区面積（14.73ha）） 

最終目標値 100 関連事業の遅れに伴い、ポンプ場の築造が遅れたため。 
 最終実績値 0 

5 

内⽔ハザードマップを想定最大降⾬に対応したものに更新し、正確な被害想定を住⺠に示すことにより、住⺠の防災意識の向上並びに避難行動をより適切
なものとし、人的被害を軽減する。 （作製済み面積（ha）÷市全体面積（ha）） 

最終目標値 100 目標達成。 

最終実績値 100 


